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　令和５年６月定例会は６月１２日から６月２３日までの１２日間にわたって開かれました。
　市長より条例の一部改正、令和５年度一般会計補正予算及び国民健康保険特別会計並びに
病院事業会計補正予算などの議案が提出され、原案のとおり可決しました。また、議員発議
による意見書提出の議案が提出され、原案のとおり可決しました。

６月定例会のあらまし

○教育委員任命の同意について

　６月３０日をもって任期満了などとなる教育委員２名の任
命について右表の方を同意しました。

区分 氏名 任期

再任 佐藤　由香理
（さとう　ゆかり） R5.7.1 ～ R9.6.30

新任 根内　喜代重
（こんない　きよしげ） R5.7.1 ～ R7.6.30

　令和３年２月１３日に福島県沖で発生した地震により、甚
大な被害等を受け、施設の再建が困難であることから条例を
廃止するものであり、原案のとおり可決しました。

船引就業改善センター

○田村市船引就業改善センター条例
　を廃止する条例

　田村市船引清掃センターをリサイクル推進施設（たむらリ
サイクルプラザ）に変更するため条例を改正するものであ
り、原案のとおり可決しました。

たむらリサイクルプラザ完成イメージ

○田村市清掃施設条例の一部
　を改正する条例
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○一般会計補正予算（第２号）

補正額（補正後予算総額） 補正の主な内容（歳出）
事　業　名 補　正　額

１億１６０万３千円増
（２５２億５，２０６万４千円）

新病院建築工事・外構工事 　３，７００万円

産婦人科健診備品、内視鏡購入 　３，１００万円

防災マップ更新事業 ６５６万７千円

新型コロナウイルスワクチン個別接種支援事業  ６４０万円

地方創生推進交付金事業 △１，２９８万７千円

保健福祉厨房施設建設工事  △１，０００万円

○各特別会計補正予算

会計名称 補正額 補正後予算総額

田村市国民健康保険特別会計 ９，８６７万８千円減 ３４億９，２０２万２千円

○企業会計補正予算

○令和５年度補正予算

　令和５年度一般会計補正予算（第２号）及び国民健康保険特別会計並びに滝根町観光事業特別会計などの
補正予算 ( 案 ) が提出され、原案のとおり可決されました。各会計補正予算については、次のとおりです。

会計名称 補正額 補正後予算総額

病院事業会計（資本的収支） ６，８００万円増 １７億６，４４７万円

　６月定例会において、陳情３件が審議され、２件が採択、１件が継続審査となりました。
　内容は次のとおりです。

陳　情

◎◎ 請願 ・ 陳情審査結果 ◎◎

○福島県最低賃金の引き上げと早期発効を求める意見書提出陳情書　　　【採択】
　　陳情者　　日本労働組合総連合会福島県連合会田村地区連合会　議長　美輪　佑樹

○森林環境譲与税の譲与基準の見直しを求める陳情書　　　【採択】
　　陳情者　　田村森林組合　　　　　代表理事組合長　矢吹　盛一
　　　　　　　ふくしま中央森林組合　代表理事組合長　水野　郁夫

○公共事業の入札参加基準変更についての陳情書　　　【継続審査】
　　陳情者　　入札参加事業団体　代表者　鈴木　朝吉 　ほか１６名
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　令和５年度田村市病院事業会計補正予算（第１号）については、本会議での審議の過程で討論が行われ、
採決の結果、原案のとおり可決しました。
　討論の内容は次のとおりです。

●令和５年度田村市病院事業会計補正予算について

◎◎ 議員発議による意見書及び決議 ◎◎

　６月定例会において、議員発議による意見書提出の議案３件が審議され、原案のとおり可決されました。
　内容は次のとおりです。
○福島県最低賃金の引き上げと早期発効を求める意見書
　提出先　内閣総理大臣、厚生労働大臣、福島労働局長

○森林環境譲与税の譲与基準の見直しを求める意見書
　提出先　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、内閣官房長官、総務大臣、財務大臣、農林水産大臣

○分煙環境の整備に関する決議

　分煙環境の整備に関する決議は、二瓶恵美子議員から提出があり、本会議での審議の過程で討論が行われ、
採決の結果、原案のとおり可決しました。
　決議及び討論の内容は次のとおりです。

●分煙環境の整備に関する決議について

　反　対　討　論 遠藤　雄一　議員

　市では受動喫煙の防止に関する条例を施行しており、その後、コロナ禍となり大きく環境が変わったが、展望
に明るさが見え始めたところである。本発議は、主に観光施設となっているが、このコロナ禍により大きな打撃
を受けており、未だにコロナ禍以前の水準へ回復はしていない。また、現代の健康志向の考え方から見ても喫煙
者と非喫煙者の数が変化し、非喫煙者が多くなっていることや既に施行している条例を元に戻すような条例の改
正は考えられない。
　併せて、前回の決議に対する市からの回答を得ていないことや民間の観光施設については、それぞれに対応が
求められる。
　以上のことから反対する。

　受動喫煙防止環境が整いつつある一方で、葉たばこ生産者やたばこ販売店などの関係団体からは、喫煙の
できる環境の整備を求める要請もあります。特に観光施設の駐車場や庁舎敷地内においては、屋外喫煙所の
設置を求めている喫煙者の切なる声もあります。
　たばこの煙が生活習慣病等の疾病との因果関係が科学的にも明らかにされている中、受動喫煙が他人の健
康に悪影響を及ぼす等の正しい知識の理解とともに、なお一層の受動喫煙防止環境の充実を願います。また、
条例の目的を損なわないことを前提に、喫煙者及び関係団体への合理的配慮についての調査検討を促すため
に行った、令和２年１２月定例会の決議からすでに２年半が過ぎようとしていますが、当局からは成果報告
がいまだにありません。
　小さい声にも耳を傾け、公平・公正を旨とする白石市政におかれては、先の決議の重大性を再認識され、
喫煙者、非喫煙者及び関係団体がともに理解し合い、条例の目的を早期に達成するため、早急に分煙環境を
整えることを強く求めます。
　以上、決議する。

分煙環境の整備に関する決議（要旨）
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※意見が分かれた議案について掲載しました。

６月定例会賛否一覧表

○：賛成　●：反対

　反　対　討　論 半谷　理孝　議員

　反　対　討　論 安瀬　信一　議員

　当初の病院・厨房施設建設事業は３１億円でスタートしており、現市長が就任後、事業検証のため３か月間事
業がストップし、結果的に１年遅れることとなった。事業が再開されるとＥＣＩ方式を導入され、事前に施工業
者を決定することとなり、市長権限で選定委員会の決定を覆し、次点者の事業者を予定者として決定した。その
後、度重なる追加補正予算が提出された。
　また、膨れ上がる事業費や病床一床あたりの金額を他病院と比較しても高額であること、将来にわたる財政負
担を考えると今こそ事業検証を行うべきであると考える。
　今後も建設工事費増額の可能性が考えられるが、すでに３月定例会で議決した金額で建設を進めるべきである。
　以上のことから反対をする。

　今回の新市民病院建設事業は、事業費が６２億円を要する桁外れの事業となっている。また、度重なる増額補
正があることから今後も増額補正になる懸念があり、これから財政負担を負うことになる市民負担を考えて事業
執行されるべきである。
　病院建設に伴う財政負担に耐えられず、市民が他市町村へ移り住むことがないよう、一度立ち止まり、身の丈
に合った病院建設事業にすべきであると考える。
　以上のことから反対する。

議案等名

会派名

議
決
結
果

賛
成：反対

政友会 至誠会 市民 net
たむら

改革
未来
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無会派
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議案第５４号
 田村市病院事業会計補正予算

（第１号）について
可決 9 ： 8 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● ● ● 〇 〇 〇 〇 ●

発議第５号
分煙環境の整備に関する決議 可決 9 ： 8 ● ● ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● ● 〇 〇

　賛　成　討　論 二瓶　恵美子　議員

　本補正予算は、新病院の診療科目に産婦人科を新設するための健診備品及び内視鏡の整備費等であり、委員会
の審査では、担当職員から予算増額となった理由や多くの市民の方が要望している産婦人科の設置と健診機器や
女性に配慮した健診スペースの確保費用等の詳細な説明がなされた。
　現在、市内では婦人科健診を行う病院・医院がなく、デリケートな部分の健診が市民病院で受診できるように
なれば、子育て中の女性や介護をされている壮年の女性にとっては待ち望んでいたものであり、市内女性の健診
率を高めること、病魔から守るためにも産婦人科設置は必要不可欠である。
　また、これ以上の事業停滞を招かないためにも速やかに可決すべきと考える。
　以上のことから賛成する。
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一般質問一覧表

議　員　名 質　　問　　事　　項 ページ

一般質問

二瓶恵美子議員

市民への福祉施策について P7
あぶくま洞開洞５０周年を迎えて
市民ボランティアの環境美化活動支援について P7
プレミアム商品券について

吉田　文夫議員

介護・福祉対策について
保育対策について
地域振興策について P7
農業振興策について
教育振興策について P7

大河原孝志議員

パークゴルフ場について P8
県立船引高校と県立小野高校の統合について
公民館事業について P8
針湯荘などの公的入浴施設におけるレジオネラ症防止対策について

佐藤　重実議員

地域自主防災組織の強化について
大学生と集落の協働による地域活性化事業について
田村市指定有形文化財の佐久間庸軒書斎について P8
昆虫の聖地を目指した活動について 〃

吉田　一雄議員
教育行政について P9
少子化対策について 〃
DX 推進について

管野　公治議員
保健福祉の充実について P9
都路町複合商業施設について
教育振興について P9

遠藤　雄一議員
太陽光発電施設について P10
地域おこし協力隊について
市内の観光について P10

菊地　武司議員
新市民病院について 〃
消防行政について 〃
子育て支援について 〃

半谷　理孝議員

下水道事業について P11
市民病院建設と１００条調査について 〃
住みたくなる地域づくりについて
市発注の事業について
イノシシ等による被害について

蒲生　康博議員

再生可能エネルギー発電所の実態について
入札制度について P11
市役所及び各行政局のＤＸ推進状況及び窓口対応について
田村市滝根観光振興公社への指定管理について P11

　議員ごとに質問事項（下表）を掲載しております。掲載ペー
ジのない質問内容は、田村市議会 YouTube をご利用ください。
　また、今年度より代表質問は９月定例会及び３月定例会の
み実施となりました。

※代表質問や一般質問の方の欄にＱＲコードが掲載されています。スマートフォンなどで読み取ると、
　YouTube の録画映像にアクセスできますのでご活用ください。
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　市の制度として、特定疾患患者のみを対象とした
福祉手当はありません。
市の取組みとして、「在宅重度心身障害者福祉手当」
があり、在宅の身体障害者手帳１級または２級、療
育手帳Ａ、精神障害者保健福祉手帳１級所持者を対
象に、年額１万円を支給しており、特定疾患患者に
つきましてもいずれかの手帳も所持している場合は
支給対象となっております。
　特定疾患が多種にわたり、重症度や日常生活への
支障度合いが幅広いため、患者に対する一律給付は
考えておりませんが、回復困難な患者の生活実状に
心を寄せて必要な支援を見極めてまいります。
　補聴器の購入補助・助成は、障害者総合支援法に
よる補装具費支給制度と、軽度・中等度難聴児補聴
器購入費等助成事業を行っておりますが、一般の高
齢者、軽度・中等度の難聴である高齢者を対象とし
た補助・助成は行っておりません。
　高齢者難聴対策は、生活の質の維持・向上や認知
症予防の観点からも重要であると認識しており、他
自治体における助成制度に関する情報収集や事業評
価・分析等を行ったうえで、検討してまいります。

①特定疾患患者福祉手当支給への取組みは。
②高齢者用補聴器購入に対する助成の取組みは。

答

問

市民の福祉について

（保健福祉部長）

高齢者用補聴器購入
助成の考えは。

事業評価・分析を
行い検討します。

　市では、毎年、多くの市民団体や企業の方々に、
ごみ拾いや草刈りなどの環境美化活動を行っていた
だいており、ボランティア活動に対し、ごみ袋の配
布や集めたごみの回収などの支援をしております。
　しかし、ごみ袋の配布内容や回収方法が地域毎に
異なり、全市的な統一が図られていないため、今後、
市民団体や地域の実情に配慮しながら、対応内容の
統一化を進めるとともに、ボランティア活動が行い
やすくなるよう、広報紙等で支援内容の周知を図っ
てまいります。

各種団体がボランティアで行う環境美化活動に対す
る支援は。

答

問

市民ボランティアの環境美化活動支援について

（市民部長）

　都路町の旧ハム工房都路の建物は、東日本大震災
による損傷や築３５年が経過し、老朽化が進んでお
り、建物改修に多額の費用が見込まれることから、
現段階では再利用をする考えはありません。
　都路地区では、今後、人口減少が想定される中、
医療の必要性が高まる後期高齢者の数は横ばいで推
移すると見込まれ、一人暮らし高齢者世帯の増加等
により、通院が困難となる方も増加していくものと
予想しております。
　これらの地域課題や多様化する医療ニーズに応え
るため、都路診療所では、今後の医療需要を見極め
ながら診療体制を見直すとともに、地域に不足して
いる在宅医療・訪問診療の機能強化に取組んでまい
ります。
　また、地域の限られた医療資源をより効果的に活
用するための方策として、ＩＣＴ機器を用いた遠隔
診療の導入、近隣の医療機関やたむら市民病院との
連携強化・機能分担についても検討してまいりま
す。
　都路地区の住民が、住み慣れた地域でこれからも
暮らし続けるための医療拠点として、都路診療所・
歯科診療所は従前にも増して重要な役割を担ってい
ることから、時流に即した診療機能の見直しと、持
続可能な運営体制の構築に向けて、今後も検討を重
ねてまいります。

①旧ハム工房都路を改修し、加工施設としての再利用
　の取組みは。
②都路診療所・歯科診療所の運営は。

答

問

地域振興策について

（副市長）

旧ハム工房都路の
再利用は。

現時点で再利用の
予定はありません。

　本市を含め、全ての自治体が学校給食費の無償化
が実現できるよう、財源の確保について、国に要望
してまいります。

学校給食無償化の実施は。

答

問

教育振興策について

（教育長）

吉田　文夫議員
録画映像は
こちらから

録画映像は
こちらから 二瓶　恵美子議員

①

②

ボランティア活動の様子

都路診療所

①

②
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　令和４年度の年間運営費は、決算見込みでありま
すが、収入額が５７８万９，１００円、支出額が１，
６２８万２，６０６円、利用者数は、１万１，５６４
人です。
　東屋の設置場所は、クラブハウス近くの駐車場北
側に、屋外トイレは、クラブハウス正面のおおたき
ねコースの外側に計画しており、本年９月末の完成
を予定しております。
　施設利用料の減免は、スポーツの振興を目的とし
て、市が主催または共催を行う事業や教育委員会が
許可したスポーツ少年団や体育協会加盟団体等の申
請に基づき行っており、団体以外の個人は減免の対
象外となりますので、今のところ、施設利用料の減
免は、予定しておりません。

①令和４年度の年間運営費及び利用者数は。
②東屋と屋外トイレの設置場所と完成予定は
③施設利用料の７５歳以上を減免する考えは。

答

問

パークゴルフ場について

（市長）

パークゴルフ場の
年間運営費は。

１，６２８万２，６０６円
です。

大河原 孝志議員

　５館合同事業は、学習機会の拡充と事業運営の効
率化を目的に、船引公民館が中心となり各館の協力
を得ながら事業の展開を図っております。
　本年度は、座学を中心に教室で学ぶ生涯学習市民
講座と、体を動かしながら体験から学ぶ生涯学習ス
クール２事業を５館合同事業に位置付け、本年５月
に実施したスマホ教室を皮切りに木工教室やそば打
ち教室など、多様な学習内容により全１３回を計画
しております。このうち、エクササイズ教室やツリー
クライミング体験教室は、同じ１教室の時期をずら
して年２回実施する予定であります。
　今後も、市民の学習ニーズを把握するためのアン
ケート等を実施し、開催方法や事業内容を検討して
まいります。

５館合同事業における１教室を複数回実施する計画
は。

答

問

公民館事業について

（教育部長）

　佐久間庸軒書斎は個人所有であることから、所有
者に伺ったところ、平成３０年、令和元年は各年
２０人程度、令和２年から令和４年は新型コロナウ
イルス感染症の影響のため、各年５人程度とのこと
です。
　佐久間庸軒の功績や関連する指定文化財について
は、市の刊行物やホームページで紹介しており、過
去には船引地区文化祭などで資料展示を行っており
ます。
　また、佐久間庸軒の偉業を後世に伝えることを目
的に昭和６０年に結成された船引町佐久間庸軒和算
保存会においても、庸軒や和算に関するパンフレッ
トの作成や、講師を招いての勉強会、講演会などの
事業を行いＰＲに努めております。
　展示スペースの設置は、資料がまとまって書斎に
保存されていることに価値があるという点を踏ま
え、所有者や船引町佐久間庸軒和算保存会の協力を
得ながら、適切な保存場所を検討するとともに、文
化祭などの機会をとらえて展示してまいりたいと考
えております。

田村市指定有形文化財の佐久間庸軒書斎
について

（教育部長）

佐久間庸軒書斎の
展示事業は。

文化祭など機会を
とらえ実施します。

昆虫課創設

①過去５年間の見学者数は。
②ＰＲする展示スペースの設置や事業は。

　佐藤　重実議員

　昆虫の未来文化及び未来経済価値の共創に向け
て、県内外へ情報発信を行うため、観光交流課内に
行政組織規則には規定しないバーチャルの「昆虫
課」を設置いたします。昆虫に関する話題を集中的
に取り扱い、メディアへの露出を増やし、ＳＮＳ等
を積極的に活用した情報発信を行い、昆虫といえば
田村市というブランドイメージが定着するよう、Ｐ
Ｒを強化してまいります。
　「昆虫課」という組織は、他の自治体に例がない
ことから、市内の豊かな自然環境をＰＲし、多くの
方に昆虫の聖地としての田村市を認識してもらう、
絶好の機会になると考えております。

昆虫課設置の趣旨と目的、県内外への発信方法は。

昆虫の聖地を目指した活動について

（市長）

答

問

答

問

①

②

録画映像は
こちらから

録画映像は
こちらから

③

パークゴルフ場

①

②
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次
の
ペ
ー
ジ
は
、「
一
般
質
問
」
で
す
。

　部活動改革の現状として、昨年度から部活動の在
り方検討委員会を立ち上げ、部活動の地域移行につ
いて協議してまいりました。本年度は、常葉中学校
の野球部をモデル校として、休日の部活動を地域団
体で指導する試みや、１０月を目途に、市内施設を
使用した各競技団体主催の合同練習会を実施するこ
とを計画しておりますが、指導者報酬の財源確保な
どの課題もあるため、引き続き検討委員会で協議を
進めてまいります。

答

問

教育行政について

（教育長）

部活動指導の地域
移行の現状は。

合同練習会などを
実施予定です。

　市では、これまでも、保育料無償化や妊産婦医療
費助成事業、病児・病後児保育など先駆的な事業に
取組んできたところですが、既存事業のブラッシュ
アップを含め、今以上に少子化に訴求する施策の検
討とその先の展開が必要と判断し、庁内に「田村市
少子化及び子育て支援対策プロジェクトチーム」を
設置したところです。
　市として、独身者の出会いの場を創出するため、
独身者同士の交流や情報交換の場の提供を目的とし
た婚活イベント、結婚に関する相談、情報提供をす
るための講演会やセミナー等を開催しており、加え
て、定期的に田村市結婚世話やき人による婚活支援
も行っており、お見合いやカップル成立の実績が現
れているところであります。
　今後は、婚活支援事業の検証や結婚世話やき人、
婚活イベント参加者の意見を参考にし、地域の実情
に応じた取組みを検討するとともに、庁内に設置し
た少子化及び子育て支援対策検討プロジェクトチー
ムにおける議論も参考にしながら、婚姻数を増やす
ための施策を検討してまいります。

①少子化問題に対する取組みは。
②婚姻数を増やすための考えと今後の取組みは。

答

問

少子化対策について

（市長）

　建設工事費に関しては、事業の進捗度合によって
設計仕様及び見積の精度が大きく異なることに加
え、景気動向や様々な要因によって今後も変動する
可能性があるため、増加額を断定的にお示しするこ
とは困難であります。
　その上で、参考までに建設工事費の推移を申し上
げますと、基本計画の策定時で３１億６，８００万
円、施工予定者選定プロポーザルの見積額が
４１億２，３９２万円、実施設計に基づく直近の見
積額が４８億１，８００万円です。
　オープンから１か月の実績で、平日平均１日当た
り６６．６人で、休日平均では２４１．５人でありま
す。
　３クールに設定理由として、施設やおもちゃの清
掃及び消毒を行う時間を３０分確保するため、午前
１クール、午後２クールとしております。
　引き続き、県をはじめ第三者機関の支援、弁護士
の助言を受け、完成までの一連の経過を検証してい
るところです。検証結果が出次第、ご報告させてい
ただきます。

①新病院建設計画の見直しによる建設工事費の増額
　は。
②「おひさまドーム」の利用状況と３クールに設定
　した理由は。
③「おひさまドーム」建設時の再設計の責任所在は。

答

問

保健福祉の充実について

（市長）

高校生への通学費
助成の考えは。

現時点で実施予定
はありません。

　通学支援を実施している市町村は、通学定期券の
一部助成や地域を限定した支援のほか、公共交通機
関の利用促進などを目的とする支援です。
　市として、現在のところ市単独による高校生への
通学費助成を実施する考えはありませんが、引き続
き、県及び他の自治体の動向を注視してまいりま
す。

高校生の通学費への助成は。

答

問

教育振興について

（教育長）

管野　公治議員
録画映像は
こちらから

録画映像は
こちらから 吉田　一雄議員

①

②

ベビーファースト合同宣言

おひさまドーム

③

部活動指導の地域移行を行う部活動改革の現状と今後
の考えは。

②

①



議会だより／第７４号 10

　太陽光発電施設はクリーンエネルギーへの転換、
遊休地の活用、災害時のライフラインの安定的な確
保などの利点がある一方で、土砂災害の危険性、景
観の悪化、施設管理不足による近隣住民とのトラブ
ルなど、市民生活に悪影響を及ぼす可能性もかねて
より指摘されております。
　市として、国や他自治体の動向を見ながら、景観
資源を保全しつつ再生可能エネルギーと共存できる
まちづくりを検討してまいります。

太陽光発電施設の設置や整備に関する法的整備は。

答
問

太陽光発電施設について

（総務部長）

太陽光発電施設に
対する法的整備は。

国や他自治体の動向を
見ながら検討します。

小沢の桜

菊地　武司議員

　昨年度、８８景に選定された桜へ看板を設置する
とともに、周遊パンフレットを作製し、周知を図っ
たところ、今年の春には実際に桜を訪れ、観賞する
姿が見られ、特に、初めて選定された桜では、観光
客が増加したという所有者からの声がありました。
　さらに、桜の開花に合わせて実施したフォトラ
リー＆フォトコンテストでは約１００人の方に、さ
くらウォークでは約６００人の方にご参加いただ
き、市内の桜を周遊して楽しんでいただいたことか
ら、市内にすばらしい桜がたくさんあることを認知
していただくという「田村の美桜８８景事業」の初
期の目的は達成できたものと考えています。
　情報端末を活用した事業やイベントが有効であ
り、さらに周遊者を増やすためには、周遊観光のデ
ジタル化が喫緊の課題と捉えております。
　また、地域への経済効果を高めるため、観光客が
市内の事業者に対価を払いながら、ここでしかでき
ない体験をするなどの仕掛けづくり、インバウンド
を増やすための外国語を併記した情報発信ツールの
整備などが必要であると考えております。
　今後の方向性は、スマートフォンを使った周遊促
進を図るため、８８景の桜をデジタルスタンプラ
リーで巡る事業を検討してまいります。

①田村の美桜８８景事業の総括は。
②見えてきた課題や今後の方向性は。

答

問

市内の観光について

（産業部長）

　地方債の種類として、公営企業である病院事業向
けの病院事業債のみを借入れする予定です。
　具体的には、借入総額を３０億１，６４０万円と
見込み、償還年数は移転開院後の令和７年度から
３０年間、元金と利子を合わせた償還額は年平均で
約１億２，０００万円、このうち２５％に相当する
約３，０００万円が普通交付税で措置されるものと
試算しております。

完成後の地方債の償還額は。

答
問

新市民病院について

（保健福祉部長）

消防団員の出動手当
改善の考えは。

検討会などの意見を踏ま
え、検討します。

令和５年度春季検閲

遠藤　雄一議員

　団員の出動手当は、田村市消防団設置等に関する
条例により、火災・水害いずれの出動でも１回当た
り１，０００円と定めております。
　近年、消防団員が減少していることや災害が多発
化・激甚化する中で消防団の役割も多様化している
ことから、消防庁は消防団員の処遇改善を提唱し、
自治体に対して出動手当や年額報酬の見直しを求め
ております。
　市では、市消防団が組織の将来的な維持を目的と
して実施している「消防団の在り方検討会」などで
の意見を踏まえ、出動手当や年額報酬など団員の処
遇改善に向けて検討してまいります。

消防団員の出動手当を改善する考えは。

答

問

消防行政について

（市民部長）

録画映像は
こちらから

録画映像は
こちらから

①

②

　市では、２歳児健診を実施しておりませんが、２
歳６か月児の歯科健診で、２歳児程度で行う検査の
項目を実施していることから対応が出来ていると認
識しております。
　また、子どもの発達や育児に不安がある保護者に
は、臨床心理士の個別相談を毎回実施しておりま
す。

２歳児健診の考えは。

答

問

子育て支援について

（市長）
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次
の
ペ
ー
ジ
は
、「
各
委
員
会
活
動
報
告
」
で
す
。

※１　福島県の自然などを活用した、新たな観光コ
ンテンツのこと。エクストリームとは日本語で「極
度の・過激な」といった意味がある。

　下水道使用料で賄えているかを表した経費回
収率は、令和２年度が９７．５９％、令和３年度
では１０１．８６％で、賄える状況とされている
１００％は超えていますが、減価償却費や企業債支
払利息を含んでおらず、それらは一般会計からの繰
入金を充てているため、下水道使用料のみでは、賄
えておりません。
　また、県工事建設費の市負担分は、令和２年度か
ら７０年の計画で償還を開始しました。

使用料で維持管理は賄えているか、また、県工事建
設費の市負担分の返還時期は。

答

問

下水道事業について

（上下水道局長）

事業先送りで生じた
支出額は。

現時点での実質額は
５００万円です。

半谷　理孝議員

　新病院の完成が１年程度遅れることにより、現病
院の土地建物等の賃借にかかる年間約６，０００万
円の費用負担が発生し、そこから公立病院に係る地
方交付税措置約５，５００万円を差し引いた実質的
な負担額は約５００万円です。加えて、新病院に移
転するまでの指定管理料についても、新たな費用が
発生する可能性があります。
　病院建設費の時点比較については、事業の進捗度
合によって設計仕様及び見積の精度が大きく異なる
ため、純粋な比較とはなりませんが、参考までに建
設工事費の推移を申し上げると、基本計画の策定時
で３１億６，８００万円、施工予定者選定プロポー
ザルの見積額が４１億２，３９２万円、実施設計に
基づく直近の見積額が４８億１，８００万円です。
　市民病院建設事業は、財政負担に与える影響が大
きい事から、持続性のある病院運営をどの様に行う
必要があるか常に考えておりました。新型コロナウ
イルス感染症の影響もあり、内部で検証を行った結
果、事業を継続すべきとの報告を受け、本市並びに
田村地域にとって必要不可欠な事業と判断し、継続
することとしております。

①事業の先送りで生じた支出額と建設費の比較は。
②市民病院建設に対する問題意識と根拠は。

答

問

市民病院建設と１００条調査について

（市長）

　昨年度の応札状況は、建築工事は、入札参加資格
登録のある市内事業所４１社のうち２０社、土木工
事は、５６社のうち３０社、測量設計業務委託は、
１３社のうち９社、市外事業所は１０７社のうち
２７社です。
　市は、執行する工事、業務委託、備品購入など全
ての入札を条件付き一般競争入札において執行して
おります。
　一般競争入札は、指名競争入札と比べ、入札審査
や施工監督など事務量が膨らむ運用上のデメリット
はありますが、入札手続きの透明性、事業者間の公
平性、競争による適正な契約額での事業施行が期待
できるなどメリットの方が大きいことから、今後も
一定基準による条件付き一般競争入札を継続してま
いります。

①昨年度の建築、土木、測量設計の入札における応
　札状況は。
②今後の入札方針は。

答

問

田村市の入札制度について

（総務部長）

今後の入札方針の
考えは。

条件付き一般競争入札
を継続していきます。

あぶくま洞

　主な取組みとして、入水鍾乳洞では、県よりエク
ストリーム福島（※１）の認定を受けていることか
ら、今後はエクストリームツーリズムツアー（※２）
を実施し誘客に努め、　あぶくま洞では、未公開部
分などを活用し積極的な誘客活動を行うとともに、
受け入れ体制を整備しながら、ラベンダー園での摘
み取り体験教室や洞内コンサートを開催することで
誘客の増加を図るなど各施設において、滝根観光振
興公社では、サービスの向上やコスト削減など、自
主的な経営改善を目指し収益確保につなげていくと
のことから、市としても、本市最大の観光施設であ
るあぶくま洞を最大限活用し、誘客を促進するた
め、効果的な支援をしてまいります。

各施設の今年度の取組みは。

答

問

田村市滝根観光振興公社への指定管理について

（産業部長）

録画映像は
こちらから

録画映像は
こちらから蒲生　康博議員

②

①

新市民病院完成イメージ

①

②

※２　アクティビティや自然体験など非日常的な体
験コンテンツを活用したツアーのこと。
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６月定例会　各常任委員会活動報告
総務文教常任委員会
委員長　安瀬　信一

議案３件、陳情１件を審査し、議案３件を可決、
陳情１件を継続調査すべきものと決定

公共事業の入札参加基準変更についての陳情書は、建
築工事の入札の総合点数の変更や一般土木工事におけ
る入札の特例措置を設けることにより、市内の多くの
事業者がこれまで以上に公共工事に携わることが出来
るよう、市の入札参加基準の見直しを求める陳情で
す。
　審査の過程において、さらなる調査を要するとの判
断され、継続して調査を要するものと決定しました。

陳情の審査結果

市民福祉常任委員会
委員長　二瓶　恵美子

議案４件を審査し可決すべきものと決定

所管事務調査
６月２０日に、屋内こども遊び場の利用状況につい
て、現地調査を実施しました。

所管事務調査の様子

所管事務調査

６月２０日に、廃校施設の管理状況と統合小学校の
整備状況について、現地調査を実施しました。

所管事務調査の様子

今までに同様の案件の有無は。

今までに２度規約の変更が行われています。

福島県市町村総合事務組合を組織する公共団体
数の減少及び福島県市町村総合事務組合規約の
一部変更

Ｑ

Ａ

田村広域行政組合が解散したことに伴う、規約の改正
するもので、審査中の質疑応答は次のとおりです。

田村市清掃施設条例の一部改正

船引清掃センター敷地内に建設を進めている施設を、市
が管理する清掃施設として新たに規定するため条例改正
を行うもので、審査中の質疑応答は次のとおりです。

旧避難指示区域の減免は。

（市民課）
減免は継続されますが、段階的に見直しが行われま
す。また、医療機関窓口での一部負担免除は、令和
６年度まで継続される予定です。

田村市国民健康保険税条例の一部改正
国民健康保険法施行令の改正に伴い、条例の一部を改
正するもので、審査中の質疑応答は次のとおりです。

Ａ

名称を「リサイクルプラザ」とした理由は。

（環境課）
リサイクルセンターの場合、類似名称が市内外にあ
り、混乱を招く恐れがあることから「たむらリサイ
クルプラザ」と決定しました。

Ａ

田村市職員の給与に関する条例の一部改正
福島県人事委員会勧告に準じて、職員の通勤手当を改
定するもので、審査中の質疑応答は次のとおりです。

今回の改正による職員の負担軽減額は。

（総務課）
３００円から最大で３，１００円の負担額減となり
ます。

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ｑ

（総務課）

田村市個人番号の利用に関する条例
の一部改正
本市における外国人の生活保護に関する事務につい
て、一般市民に対する事務手続きとの整合性を図
り、個人番号の利用を可能とするための条例改正で
ある旨の説明がなされ、審査中の質疑応答は次のと
おりです。

生活保護受給者の医療扶助は。

（社会福祉課）
指定医療機関での資格確認は、現行の医療券からマ
イナンバーカードへ移行する予定です。

Ａ

Ｑ
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産業建設常任委員会
委員長　石井　忠重

議案２件、陳情２件を審査し、
　　可決すべきもの・採択すべきものと決定

予算常任委員会
委員長　佐藤　重実

議案４件を審査し、可決すべきものと決定

所管事務調査
６月２０日に、カブトムシドームと昆虫館の整備状
況について、現地調査を実施しました。

所管事務調査の様子

一般会計補正予算（第２号）

予算常任委員会審査状況

陳情の審査結果
「福島県最低賃金の引き上げと早期発効を求める意
見書提出陳情書」については、昨今の物価高騰への
対応や労働意欲喚起と労働力確保、人口流出抑止策
として、最低賃金の引き上げや改定諮問時期の早期
発効などを行うよう、政府に対して意見書の提出を
求めるものです。
「森林環境譲与税の譲与基準の見直しを求める陳情
書」は、森林・林業に係る財政需要の大きな地方自
治体への配分を重点化する方向で、譲与基準の見直
しを行うよう、政府に対して意見書の提出を求める
ものです。
　審査の結果、それぞれ全会一致で採択すべきもの
と決定されました。
　また、議員発議により、意見書提出の議案を提出
し、全会一致で可決されました。

田村市船引就業改善センター条例の廃止
令和３年２月に発生した福島県沖を震源とする地震
の被害等により、施設再建が困難であることから条
例を廃止するもので、審査中の質疑応答は次のとお
りです。

Ａ

施設解体後の活用方法は。

（農林課）
隣接する森林公園の駐車場として整備し、活用
する予定です。

Ｑ

今回更新を行うハザードマップは、更新周期等は
あるのか。

（生活安全課）
法改正や県で示される区域の変更等があった際、
必要に応じてハザードマップの更新を行ってお
り、前回は令和２年に更新を行っております。

Ｑ

Ａ

今回、大きな金額が補正予算に計上されている
が、物価高騰率と工事費の上昇率は妥当か。

（保健課）
日本建設業連合会によると建設工事費は、１７か
ら２０％上昇しており、うち建設資材では平均
２８％上昇、労務費は１０％上昇している状況に
あります。
今回の新病院建設工事における建築費の上昇割合
は１６％となっており、逸脱した上昇率ではな
く、コストについて都度確認を行っております。

Ｑ

Ａ

歳入・歳出ともに減額となっているが、加入の動
向は。

（市民課）
昨年度と比較して、１８５世帯の減、被保険者数
は４０５人の減となっており、所得状況について
は、一人当たり２８，０００円の減となっており
ます。
これらの要因として、団塊世代の方々が７５歳に
到達し、国民健康保険から後期高齢者医療保険へ
移行することに伴い、毎年２００人程度減少して
いく想定をしております。

Ｑ

Ａ

田村市病院事業会計補正予算（第１号）

和解及び損害賠償の額を定めること

Ａ

和解額が同様の事案と比較し、高額となった理
由は。

（建設課）
今回、破損した箇所が多くなっているため、他
事例よりも高額となりました。

Ｑ

田村市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
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第１回臨時会のあらまし

補正額（補正後予算総額）
補正の主な内容（歳出）

事　業　名 補　正　額

４億５，０４６万１千円増
（２５１億５，０４６万１千円）

新型コロナウイルスワクチン接種事業 ２億　 ６７７万１千円

物価高騰に伴う低所得者世帯臨時特別給付事業 １億１，２１１万９千円

物価高騰に伴う低所得者の子育て世帯に対する
子育て世帯生活支援特別給付金 ３，８７５万２千円

　令和５年第１回臨時会が５月９日に招集され、令和５年度一般会計補正予算（第１号）な
どが提出され、原案のとおり可決しました。詳細は下記のとおりです。

○令和５年度一般会計補正予算

○田村市陸上競技場走路等改修
　工事請負契約について

契約の名称 田村市陸上競技場走路等改修工事
契約方法 条件付き一般競争入札による契約
契約金額 ３億２２８万円

契約の相手方
福島県郡山市八山田五丁目３１４番地
　　長谷川体育施設株式会社

　　福島営業所　所長　山崎　哲也

　田村市陸上競技場走路等改修工事請負契約について、地
方自治法及び議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又
は処分に関する条例の規定（※３）により、議会の議決を
求めるものであり、原案のとおり可決しました。
　詳細は、次のとおりです。

田村市陸上競技場

契約の名称 たむらクリーンセンター基幹的設備改良工事
契約方法 条件付き一般競争入札による契約
契約金額 ２３億９，８００万円

契約の相手方
東京都品川区南大井六丁目２６番３号
　エスエヌ環境テクノロジー株式会社
　　東京支店　支店長　新保　和彦

　たむらクリーンセンター基幹的設備改良工事請負契約に
ついて、地方自治法及び議会の議決に付すべき契約及び財
産の取得又は処分に関する条例の規定（※３）により、議
会の議決を求めるものであり、原案のとおり可決しました。
　詳細は、次のとおりです。

たむらクリーンセンター

○たむらクリーンセンター基幹的
　設備改良工事請負契約について

※３　議会の議決に付さなければならない契
約は予定価格１億５，０００万円以上の
工事又は製造の請負とする規定。
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第２回臨時会のあらまし

　令和５年第２回臨時会が７月６日に招集され、工事請負契約に関する議案２件が提出され、
審査の結果、原案について否決となりました。議案の詳細は下記のとおりです。

○田村市新病院建設工事請負
　契約について

契約の名称 田村市新病院建設工事
契約方法 随意契約
契約金額 ４７億１，１３０万円

契約の相手方
宮城県仙台市青葉区一番町一丁目３番１号
　　株式会社安藤・間　東北支店
　　　執行役員支店長　宮川　隆太郎

○田村市保健福祉厨房施設建設
　工事請負契約について

契約の名称 田村市保健福祉厨房施設建設工事
契約方法 随意契約
契約金額 ４億８，８６２万円

契約の相手方
宮城県仙台市青葉区一番町一丁目３番１号
　　株式会社安藤・間　東北支店
　　　執行役員支店長　宮川　隆太郎

　提出された議案に対して質疑の通告があり、本会議にて質疑が行われました。質疑及び質疑に対する答弁
の内容は次のとおりです。

●議案に対する質疑

遠藤　雄一　議員

　田村市新病院建設工事請負契約については、新病院の建築工事に加え、電気・空調・衛生等の設備工事、
外構工事を一括発注するものであり、田村市保健福祉厨房施設建設工事請負契約については、保健福祉
厨房施設の建築工事に加え、電気・空調・衛生等の設備工事を一括発注するものです。
　契約手順は、国土交通省から示されているガイドラインの手続きに則り、施工予定者より本見積書の
提出を求め、予定価格の範囲内であったことから仮契約を締結しております。
　予定価格の設計額は、施工予定者から提示された精算見積もりを基に、コンストラクション・マネー
ジャーを介して一つひとつ点検し、妥当性を確認したうえで設定しました。
　これらの結果、基本設計で定めた医療機能を維持しつつ、可能な限り建設コストを削減した設計となっ
ております。
　最大の懸念は、開院・開所に向けたスケジュール管理です。限られた期間内で効率的かつ着実に施工
するためにＥＣＩ方式の利点を生かして納入に時間を要する資材の仮押さえや人員確保を進めてまいり
ましたので、今回のタイミングで本契約に移行できれば、令和７年５月の開院・開所が可能であると認
識しておりますが、余裕のあるスケジュールではなく、着工が遅れた場合には、開院・開所の時期や病
院運営側の経営面にも大きな影響を及ぼすことが考えられます。
　また、建設資材を含む物価上昇や人件費の高騰などは予測できないものの、更なる高騰も懸念されます。
新病院建設にあたっては、緊張感をもって工事の進捗を注視・監督し、開院・開所時期の遵守に努めて
まいります。

契約の詳細な内容と懸念事項は。

答

問

（市長）
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　反　対　討　論 管野　公治　議員

　田村市新病院建設工事請負契約及び田村市保健福祉厨房施設建設工事請負契約は、本会議での審議の過程
で討論が行わました。討論の内容は次のとおりです。

●反対討論・賛成討論

　田村市新病院建設及び田村市保健福祉厨房施設建設事業に対しては賛成であるが以下の理由から反対する。
　１つ目は、今回契約する業者について、プロポーザル選定委員会で最優秀選定した業者ではなく、市長独断の
選定基準により選定委員会では次点者であった業者を決定した。
　２つ目は、今回契約する業者は、プレゼンテーション時において入札価格が一番安く、その中の地域貢献度
１８億円が重視され決定された。今回の契約金額は、５１億９，９９２万円であり、プロポーザル選定委員会で
最優秀提案者とされた業者の提示額（プロポーザル実施時）に物価高騰分（８％）を増額しても約４９億円とな
る。今回の契約金額は５１億９，９９２万円であり、市長が最も事業費が安いことを理由とし選定したとする説
明と結果に対する整合性が図られていない。
　３つ目は、今回の事業費総額が６８億９，０００万となり、プロポーザル実施時の事業目安である３６億円の
約２倍となっている。予算常任委員会において、物価高騰による増額と説明がなされたが、プロポーザル開始時
期は既に新型コロナウイルス感染症及びロシアのウクライナ侵略の影響を受け、物価や人件費の高騰は始まって
おり、業者においても、ある程度物価や人件費高騰は想定できたはずである。
　このまま建設を行った場合、起債（借入金）を年間１億２，０００万円を３０年間にわたって支払い続けるこ
ととなる。住民負担軽減の観点からも費用を抑えた建設を行うべきである。
　以上のことから反対する。

　反　対　討　論 半谷　理孝　議員

　先般の６月定例会で可決された令和５年度田村市病院事業会計補正予算（第１号）に反対した議員すべてが、
これまでもこれからも市民病院建設に対する推進論者であり、一日も早い完成を願う立場である。しかし、以下
の内容により反対する。
　１つ目は、今回契約する委託業者の過去の実績を見ると今回の病院建設は、特殊性が高いため本来の目的を達
成することができるかどうか疑問に思うためである。
　２つ目は、建設事業者選定のプロセスに未だ大きく疑問が残っている点である。市長は選定委員会という第三
者からの結論について妥当性を欠くとして結論を覆し、見積金額が一番安く、地域貢献度が一番高い事業者を契
約の相手方としたとのことであるが、度重なる増額の補正予算により、その判断した基準である見積金額が一番
安い業者が変わってきていると考えるためである。
　３つ目は、先日の６月定例会でも申し上げたが、病院建設に要する膨大な事業費がこの先、人口減少が進む中、
３０年に及ぶ長期的な負担に耐えられるのかということである。３０年の間には、施設の維持・補修・機器の更
新など新たな負担も生じてくるはずである。ここで一旦立ち止まり、必要性や経済性、妥当性等をさらに議論を
深めるべきであると考えるためである。
　また、冒頭に申し上げたように病院建設そのものに反対しているわけではない。まずは、このような膨大な建
設費に至った責任の所在を明らかにし、費用高騰の内容と必要性を市民へ分かりやすく説明し、公正・透明及び
信頼性を重視する議会運営を期するためである。
　以上のことから反対する。

　賛　成　討　論 吉田　一雄　議員

　本案は、新「たむら市民病院」建設と食育発信拠点となる厨房施設の建設に係る工事請負契約であり、今後の
田村市の、そして、田村地域、阿武隈中部地域の医療体制の中核を担う病院等の建設に係る大変重要な工事請負
契約議案となる。
　医療体制の充実は、田村市誕生来、市民の一番の願いであり、これ以上の停滞を招くことは、市民への医療提
供に多大な悪影響を及ぼすだけでなく、市民の願いと期待に反することになることから、一刻も早く事業に着手
し、令和７年度開院に向けて歩みだす必要がある。
　以上のことから賛成する。
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第２回臨時会賛否一覧表

○：賛成　●：反対

採決の様子

議案等名

会派名

議
決
結
果

賛
成： 反

対

政友会 至誠会 市民 net
たむら

改革
未来

たむら
無会派

議員名

猪
　
瀬
　
　
　
明

蒲
　
生
　
康
　
博

吉
　
田
　
一
　
雄

大
河
原
　
孝
　
志

 

橋
　
本
　
紀
　
一

安
　
瀬
　
信
　
一

大
和
田
　
　
　
博

吉
　
田
　
文
　
夫

管
　
野
　
公
　
治

菊
　
地
　
武
　
司

石
　
井
　
忠
　
治

渡
　
邉
　
照
　
雄

佐
　
藤
　
重
　
実

石
　
井
　
忠
　
重

 

遠
　
藤
　
雄
　
一

二
　
瓶
　
恵
美
子

半
　
谷
　
理
　
孝

大
　
橋
　
幹
　
一

議案第５７号
 田村市新病院建設工事請負契約 
 について

否決 7 ： 10 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● ● ● 〇 ● ● 〇 ●

 議案第５８号
 田村市保健福祉厨房施設建設
 工事請負契約について

否決 7 ： 10 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● ● ● 〇 ● ● 〇 ●

議案否決後の白石市長本会議あいさつ

　令和５年田村市議会第２回臨時会にご提案申し上げました、議会の議決に付すべき契約２件につきましては、
議員の皆様の慎重なるご審議により、ご議決いただけませんでした。
　審査の過程で皆さまからいただきました、ご意見、ご提案を精査し、その立て直しを図りたいと存じます。
　過日、田村市民市政アンケートの結果がまとまりました。アンケートの中に、力を入れてほしい・かなり力を
入れてほしい・何よりも力を入れてほしい第一項目に保健医療の充実があり、その割合は７７．３％で、多くの
市民が期待していることが表れた結果となりました。
　これは、市民病院の建設であると理解しております。私たちは、市民の声に真摯に耳を傾け、その市民の意図
することを汲み、行政として施策に反映させていく、期待に応えていくという責務があります。我々は、市民の
健康と命、そして関連する予算というものをしっかりと見据えながら提案させていただきました。
　今後も皆様におかれましては、市民の声にしっかりと耳を傾け、両輪として市民の負託に応えていただきたい
と考えております。



議会だより／第７４号 18

令和４年度　田村市議会政務活動費収支報告

会派名
（議員名）

市民
net

たむら
政友会 至誠会

改革
未来

たむら
市民の会 半谷理孝 大橋幹一 計

交　付　額 880,000 880,000 880,000 560,000 440,000 220,000 100,000 3,960,000

支
　
出
　
内
　
訳

調査研究費 838,488 569,086 711,986 230,393 28,620 163,695 0 2,542,268

研　修　費 0 5,511 0 0 0 0 0 5,511

広　報　費 0 0 0 0 0 0 0 0

広　聴　費 0 0 0 0 0 0 0 0

要請・陳情
活　動　費 0 0 0 0 0 0 0 0

会　議　費 0 0 0 0 0 0 0 0

資料作成費 1,090 25,658 810 0 422 21,402 0 49,382

資料購入費 0 0 0 0 0 0 0 0

人　件　費 0 0 0 0 0 0 0 0

事 務 所 費 0 0 0 0 0 0 0 0

合　　計 839,578 600,255 712,796 230,393 29,042 185,097 0 2,597,161

返　還　額 40,422 279,745 167,204 329,607 410,958 34,903 100,000 1,362,839

支出割合（％） 95.41％ 68.21％ 81.00％ 41.14％ 6.60％ 84.14％ 0.00％ 65.58％

備　　　考

菊地　武司
石井　忠治
渡邉　照雄
遠藤　雄一

猪瀬　　明
蒲生　康博
大河原孝志
吉田　一雄

安瀬　信一
大和田　博
吉田　文夫
管野　公治

佐藤　重実
石井　忠重
大橋　幹一

（R4.5 ～ R4.10)

二瓶恵美子
橋本　紀一

無会派の議員 無会派の議員
（R4.11 ～ R5.3)

単位：円

○令和５年度 各会派構成

政　友　会

代　表
副会長
幹事長
会　計

猪瀬　明
蒲生　康博
大河原孝志
吉田　一雄
橋本　紀一

市民 net たむら

代　表
幹事長
会　計

菊地　武司
石井　忠治
渡邉　照雄

至　誠　会

代　表
副代表
幹　事
顧　問

安瀬　信一
吉田　文夫
管野　公治
大和田　博

改革未来たむら

代　表
会　計

佐藤　重実
石井　忠重
遠藤　雄一

無会派の議員

二瓶恵美子
半谷　理孝
大橋　幹一

　同じ意見や考えを持つ議員の集まりを
「会派」といい、会派は自分たちの意見を
市政に反映させるために活動をしていま
す。また、会派に属さずに活動する「無
会派」の議員もいます。
　田村市議会では、議員が３人以上の会
派が「代表質問」を行うことができます。

○会派とは…
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議会事務局からのお知らせ

☆議会中継をインターネットで動画配信しています！！

☆市民の声を募集しています！！

☆市政だより、議会だよりをスマホ用アプリ『マチイロ』でご覧いただけます！！

田村市議会のホームページでは、議会に関する各種情報を公開しています。
定例会等の開催日程や会議録など最新の情報をご覧になることができます。

　「たむら市政だより」、「たむら議会だより」をもっと多くの皆さんに読んでいただけ
るよう、スマートフォン用アプリ「マチイロ」を導入しました。この無料アプリをダウ
ンロードすると、いつでもどこでもスマートフォンなどで「市政だより」や「議会だより」
を読むことができます。
　ダウンロード方法など詳しくは「マチイロ」のホームページをご覧ください！　

　議会や市政全般に対するご意見・ご要望などを３６０字程度で住所、氏名を
ご記入いただき、顔写真を同封（添付）して持参、郵送、メールにより議会事
務局までご寄稿ください。
　なお、ご寄稿していただきました原稿について、「市民の声掲載基準」に基
づき、掲載の可否を判断いたします。詳しくは、議会事務局までお問い合わせ
ください。

　田村市議会では、インターネットを活用し、本会議中継を動画配信（ライブ及び録画）しております。市のホー
ムページからアクセスしていただくと、代表質問や一般質問などの映像をご覧いただくことができます。
　なお、ライブ配信は議会開催中に、録画配信は議会閉会後 1 週間程度でご覧になることができます。詳しくは、
議会事務局までお問い合わせください。

☆アドレス☆　https://machiiro.town/

　請願とは、憲法第１６条に規定された国民の権利として、公の機関に対して要望を述べる行為で、必
ず紹介議員を要しますが誰でも提出することができます。陳情とは、事実上の行為として議員の紹介な
しで提出するものです。 

○請願（陳情）書の書き方と提出方法

　請願書などは、議会事務局へ直接持参して
ください。なお、定例会開会の５日前（土日
祝日を除く）に開かれる議会運営委員会前日
午後５時までに受付したものは、当該定例会
で審議するかどうかを議会運営委員会で判断
しますが、それ以降に受付したものは、次の
定例会前の議会運営委員会で審議するかどう
か判断することになります。
　詳しくは、議会事務局へお問い合わせくだ
さい。
※意見書提出を求める場合は、意見書の案文
を添付願います。

請願（陳情）書
　　　　　　　　　　　　　令和　年　月　日
　田村市議会議長　○○○○　様
　　　  　請願者　住所　○○○○○○○○
　　　　（陳情者）  氏名　○○○○○  印
　　　　（連絡先）  電話番号　○○○○○○○○
　　　　紹介議員　○○○○（署名又は記名押印）
　　　　　　　　　※陳情の場合は不要

　　（件名）　○○○○について
      請願（陳情）要旨　○○○・・・・
　　請願（陳情）事項　○○○・・・・

請願・陳情のお知らせ

【記載例】



9 月４日（月）初日（招集日）
　会期の決定、提案理由の説明等

９月 6 日（水）代表質問
９月 7 日（木）一般質問
９月 8 日（金）一般質問

９月 11 日（月）一般質問

９月 12 日（火）総括質疑、議案等の常任委員会付託
各常任委員会審査

９月 13 日（水）予算常任委員会審査
９月 14 日（木）決算特別委員会審査
９月 15 日（金）決算特別委員会審査
９月 19 日（火）決算特別委員会審査
９月 20 日（水）決算特別委員会審査

９月 22 日（金）最終日
　各常任委員会審査結果報告、質疑、討論、採決

☆田村市議会ホームページアドレス☆
 https://www.city.tamura.lg.jp/site/gikai/

シリーズ 市民の声

☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆
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なお、傍聴予定日の当日に体調等がすぐれない際は、傍聴をご遠慮下さるようお願いいたします。詳しく
は議会事務局までお問い合わせください。

シリーズ 若者の声

令和５年６月定例会の様子

◆発行責任者：議長　大橋　幹一
◆編集：議会広報委員会
◆印刷：イシイ印刷

田村市都路町

熊田　美江子さん

「市民の未来に思う事」

　私は昨年の１２月より、民生委員として活動しています。
それによって少子高齢化の現実を目の当たりにする事となり
ました。これは田村市に限ったことではないと思いますが、
かなりのスピードで進んでいます。
　それぞれの家庭を訪問し、直接お話を聞く機会を頂いて、
自分自身の今後や田村市の将来に不安を感じることが多くな
り、今の私には何ができるだろうか、何かやれる事はないん
だろうかと思う日々が増えてきました。
　高齢者は日常生活に不安を抱え、若者は将来に不安を感じ、
子どもたちは不満を持ちながら暮らす現実を感じます。
　田村市には、都会にはない豊かな自然や時間がゆったりと
流れ、心が穏やかになれるよ
うな良さがある事を市民が感
じられ、この土地でずっと暮
らしたいと思える対策を早急
にとって頂きたい、市民が未
来に夢を持って生活が出来る
為の現実的な対策を打ち出し
て実行して頂きたいと心から
願います。

船引高校２年生

佐藤　魁さん

「デュアル実習に参加して」

　私は今年度からデュアルコースを選択しており、２年次に
は前期と後期に２つの企業で実習を行わせていただきます。
　前期である現在は田村市役所で実習をさせていただいてお
ります。
　田村市役所での実習では、フェイスブックに掲載する写真
を撮影するため片曽根山に登ったり、旧要田小学校で備品の
整理を行ったりするなど様々なことに取り組んでいます。
　初回の実習では、各課の業務内容を覚え、指示された業務
を行うだけで精一杯でしたが、実習を重ねるにつれて丁寧な
仕事を心掛けた上で、自分なりに工夫して業務に取り組むこ
とができるようになってきました。
　また、聞き取りやすいよ
うに大きな声で話すことも
意識しています。業務中
は、職員の皆様も気軽に話
しかけてくださるので、優
しい雰囲気の中、安心して
実習をさせていただいてい
ます。

くまだ

活動の様子

かいみえこ さとう

Ｒ５五十人山山開き

【お問い合せ先】　田村市議会事務局
 〒 963-4393
　田村市船引町船引字畑添７６番地２
　電話：0247-81-1223
　市ホームページお問い合わせフォームなどを
　ご利用ください。

議会だよりへのご意見・ご要望をお寄せください！！

議会広報委員

≪広報委員会≫
〈委員長〉　　遠藤　雄一（前列右）
〈副委員長〉　管野　公治（前列左）
〈委　員〉後列左から 吉田　一雄、吉田　文夫
                              石井　忠重、大河原孝志


